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メンテナンス計画 
設備機器の操作担当者とサービス・保守要員の方
は、必ずこの予防保守計画を手元に保管してくだ
さい。
この予防保守計画は、製品の安全性を確保するた
めに最低限必要なステップです。 Arjoでは、本製
品の長期的な安全性、信頼性および価値を最大化
するため、お客様に包括的なサービス支援プログ
ラムを提供します。これらの各種サービスに関す
る詳細情報や見積依頼については、最寄りの Arjo
代理店までご連絡ください。
本機は損傷しやすいので、当初の製造基準内に保
つため、以下の保守手順を指定時に行う必要があ
ります。
Arjo代理店から入手できる「操作説明書」
001.25060.XX（XX =言語コードの 2文字）および
「部品リスト」 001.25070.ENを参照してください。
承認を受けずに行った Arjo装置の改造は、安全性
を損なう恐れがあります。承認を受けずに行った
製品の改造が原因で発生した事故、未遂事故、製
品不具合について、 Arjoは責任を負いません。
Arjoは、不適切な部品の使用に起因する負傷を防
ぐため、 Arjoが提供する装置やその他の機器に
は、 Arjo指定部品のみを使用することを強くお勧
めし、警告しています。

本マニュアルで使用する定義：

意味：これらの使用方法や注意事項をよく理解し、
かつ従わなければ、使用者自身および利用者様の
怪我の原因となることがあります。

意味：これらの注意事項に従わなければ、本製品
の不具合の原因になることがあります。

意味：これは、本製品の正しい使用に関する重要
な情報です。

警告：

注意：

注記：
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記号： X = 顧客側で必要なアクション S = 資格のあるサービス技術者側で必要なアクション
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処置

DPS スプレッダーバー ループスプレッダーバー
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す
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2
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毎
回

使
用
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る
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毎
週

12
か
月
に

1
回

2
年
ご
と

すべてのスリング取付ポイントに損
傷がないか、状態を目視で点検しま
す。損傷が発見されたときは、新し
いものと交換してください。

X X X X

すべてのラベルが貼付され、判読可
能であることを確認します。必要に
応じて交換します。ラベルの位置に
ついては、「操作説明書」を参照して
ください。

X X X X

ピボットポイント内のフリクション
ディスクとブッシングの状態をチェ
ックしてください。磨耗や破損があ
る場合は、部品を交換する必要があ
ります。 図 5を参照してください。

S S

フリクションディスクとブッシング
を点検・交換したら、フリクションア
ッセンブリをリセットし、ハンドル
が 5.4 kg の荷重を支えられることを
確認します。

S S

すべての外部部品を目視点検し、使
用中に破損が発生していないことを
確認します。必要に応じて部品を交
換します。

S S

ユニットが円滑に全範囲で作動可能
か確認してください。 S
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記号： X = 顧客側で必要なアクション S = 資格のあるサービス技術者側で必要なアクション
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すべての露出部分、特に患者の身体
と密接な接触のある部分を点検しま
す。怪我をしたり、非衛生的になっ
たりする可能性のある亀裂や鋭利な
部分がないことを確認してくださ
い。必要に応じて交換します。

X S X S X S X S

取付ポイントのリーフスプリングと
ロッキングクリップの状態を検査し
てください。破損している場合は交
換する。

X S X S X S X S

スプレッダーバーがジブに正しく取
り付けられているか（例えば、プラ
スチック製クリップがジブの T型
パーツの溝にきちんとはまっている
か）目視で点検します。

X X X X

ロッキングクリップ内のリーフスプ
リングが適正に取り付けられている
か、目視で点検します。図 6 を参照
してください。

X X X X
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記号： X = 顧客側で必要なアクション S = 資格のあるサービス技術者側で必要なアクション
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処置

Maxi Move 構成品一覧

スリング バッテリー充電器

毎
回

使
用
す
る
前

毎
週

12
か
月
に

1
回

2
年
ご
と

毎
回

使
用
す
る
前

毎
週

12
か
月
に

1
回

2
年
ご
と

毎
回

使
用
す
る
前

毎
週

12
か
月
に

1
回

2
年
ご
と

スリング、ストラップおよびクリップの破損 /摩損を点検し、必要
に応じて交換します。 X S

バッテリ充電器のコネクタがゆるんでいないか、ワイヤが切れてい
ないか、ケーシングが破損していないかなど目視で点検します。何
らかのダメージが見つかった場合は、使用を中止してください。

X S

バッテリが十分充電されているか確認します。バッテリの充電手順
については、「操作説明書」を参照してください。 X S

7日ごとに最低 15時間バッテリを充電してください。バッテリの充
電手順については、「操作説明書」を参照してください。 X S X

コントロールパネルとコントロールハンドセットの両方から、リフ
トを全範囲にわたって、通常かつ円滑に操作します。 X

ジブを最も低い位置に設定して、マストの両側の目視できるリフト
用ストラップが切れたり摩損したりしていないか点検します。何ら
かのダメージがある場合は、リフターの使用を直ちに中止してリフ
ト用ストラップを新品に交換してください。

X

シャーシ脚部を開閉して、全可動域を円滑に動くことをチェックし
ます。 X

ハンドセットおよびそのケーブルの状態を目で検査確認します。ダ
メージがある場合は、サービスを直ちに中止して、新しいケーブル
およびハンドセットアッセンブリと交換してください。

X

すべての外部取付金具が固定され、ネジやナットがすべて締まって
いるか目視検査します。 X

キャスターがすべてよく回転し、２つのリアブレーキが作動するこ
とを確認してください。必要に応じて交換します。 X

キャスター取付ピンがシャーシとその脚部に固定されているか、ま
た、キャスターのトレッドが破損していないか確認してください。
必要に応じて交換します。

X
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記号： X = 顧客側で必要なアクション S = 資格のあるサービス技術者側で必要なアクション
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すべての指示ラベルがしっかり貼付され、判読可能か確認してくだ
さい。必要に応じて交換します。ラベルの位置については、「操作
説明書」を参照してください。

X

すべての露出部分、特に患者の身体と密接な接触のある部分を点検
します。怪我をしたり、非衛生的になったりする可能性のある亀裂
や鋭利な部分がないことを確認してください。必要に応じて交換し
ます。

X

「自動停止」機能をテストします。
ノート 1を参照。 S

「緊急停止」機能をテストします。
ノート 2を参照 S

「システム故障時の巻き下げ」機構を機械的にテストします。
ノート 3を参照。 S

体重計が装備されている場合は、体重計が正確かチェックし、必要
であれば再調整します。 
ノート 4を参照。

S

２本のリフト用ストラップを隅々まで点検します。磨耗やダメージ
があれば、ストラップを交換してください。 S

トルクの締まり具合を点検します。脚部の種類を確認し（図 8を参
照）、脚部のモデルと素材に応じてトルクの締まり具を点検します。 
注 5を参照。

S

ジブのピボット回転に必要な 2.5Kg の負荷を点検します。必要に
応じて、ネジを調節します。位置については、図 9 を参照してく
ださい。

S

処置
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記号： X = 顧客側で必要なアクション S = 資格のあるサービス技術者側で必要なアクション
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「T」型フランジとジブの間の隙間を確認します。2 mmを超える場
合は、ジブブッシングを交換します（最小ギャップは 1 mm）。
隙間の位置については図 9を参照してください。

S

脚部の幅を確認します（図 10）。まず、脚部カバーを取り外しま
す。脚部を閉じた状態で、フロントキャスターに近い端の部分で中
心間の距離を測定します。高さ「Standadrd」の脚部モデル
(KMCS**)および高さ「Low」モデル (KMCL**)の寸法「A」が 650
mmより短い場合のみ調整してください。または高さ「Extra Low」
のモデル (KMCE**)の場合は、寸法「A」が 695 mmより短い場合
のみ調整してください。

S

2つのリフトストラップを使用する場合は、 2年ごとに交換するこ
とをお勧めします。定期交換の前にストラップが損傷または損耗し
た場合は、すぐにストラップを交換してください。 
2つの上部ストラップローラーを潤滑します。

S

上部および下部のマストスライダーを点検・潤滑します。損耗また
は破損している場合は、交換します。必要に応じて、カラムに余分
な隙間がないように調整します。

S

ジブローラー 4個とガイドブロック 2個を点検し、磨耗や損傷があ
れば必要に応じて交換します。 S

Combi「T」ピースとアタッチメントコンタクトが取り付けられて
いる場合、これらを点検します。必要に応じてクリーニングして交
換します。 Tバーブッシングに過度の損耗がないか点検します。

S

使用カウンターを確認し、必要に応じてリセットします。
ノート 6を参照。 S

処置
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ノート
注記 1
ジブを最も低い位置よりも十分に上げた状態で、コ
ントロールハンドセットを使用してジブを下げま
す。同時に、もう一方の手でジブを約 5秒間持ち上
げます。ジブを持ち上げている間、モータが止まり
ます。ハンドセットのボタンから手を離します。ジ
ブは元の場所にとどまるはずです。コントロールパ
ネルの下降ボタンでも同様にテストしてください。
注記 2
コントロールハンドセットを使用して、ジブを上下
させます。このとき、停止ボタンを押します。電動
の動作が直ちに止まるはずです。緑色の電源ボタン
を押してリセットします。シャーシの脚部を開閉し
て、このテストを繰り返してください。
注記 3
1. 赤色の緊急レバーを上げます（図 7を参照）。 
2. ロックピンを外します。 
3. ハンドルを時計回りに回します。ジブは容易

に下がるはずです。
4. ロックピンを再度取り付けます。レバーを閉

じます。 
注記 4 
認証済みの体重計（クラス III）が装備されている
EU では、体重計は公認機関による再検査を受けた
上で、ログブックで承認される必要があります。
注記 5
(a) シャーシからマストリンク (x 1)：

48-52 N•m (36-39 lbf•ft) 図 8を参照、 D x 1。
(b) シャーシ脚部ピボットボルト (x 2)：

20-25 N•m (15-18 lbf•ft)。図 8を参照、 B x 2。
(c) キャスターからシャーシ脚部（アルミニウ

ム - x 2）：
15-20 N•m (11-15 lbf•ft)。図 8を参照、A x 2。

(d) キャスターからシャーシ脚部（鋼鉄 - x 2）：
35-40 N•m (26-30 lbf•ft) 図 8を参照、 C x 2。

(e) キャスターからシャーシ脚部（Extra Low高
さ - x 2）：
6-8 N•m (4.5-6 lbf•ft) 図 8参照、 E x 2。

注記 6

使用カウンター画面に
アクセスするには：
1. 赤い停止ボタンを

押して、Maxi Move
をオフにします
（図 1を参照）。

図 1

2. ハンドセットを使用して、ディスプレイのす
ぐ下にある両方のボタンと、DPSの「上体を
起こす」ボタンを同時に押し下げます（図 2
を参照）。ボタンを押したまま、電源ボタン
でユニットの電源を入れ、ボタンをさらに 3
秒間、またはビープ音が 3回連続して聞こえ
るまで押し続けます。

図 2

3. 使用カウンター画面には、 2列の数字が表示
されます（図 3を参照）。表示される数字
は、マストモーターの動力運動の累積時間
（単位 1/10時間）を表します。

図 3

4. リセットボタンを 5秒間押すろ、使用カウン
タはゼロに戻ります。連続したビープ音によ
り、使用カウンタがリセットされたことが確
認できます。

5. 停止ボタンを使用して、ユニットの電源を再
度オフにします。次回ユニットの電源を入れ
たとき、使用カウンタの数字にゼロ値が表示
されます（図 4を参照）。

図 4

注記：交換部品および交換部品パッケージのリ
ストについては、 「Maxi Move 部品リスト」
001.25070.ENを参照してください。マニュアル
は、最寄りの Arjo代理店でご提供しています。

警告：使用カウンターをリセットする前には、こ
のマニュアルに記載されているとおり、リフト
において、あらゆる保守の必要性が対応されて
いることを必ず確認してください。確認をしな
い場合、潜在的な問題が発見されない可能性が
あります。

停止
ボタン

電源
ボタン

使用カウンター画面
にアクセスするため
に押すボタン

リセットボタン

リセット後の
使用カウンター
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通常のピボットポイント

図 5

リーフスプリングとロッキングクリップ
を使った通常のリフト取付け（Combiシ
ステム）

図 6

手動下降手順

図 7

トルクの締まり具合

図 8

ジブのピボット

図 9

閉位置での脚幅

図 10

ブッシング

フリクション
ディスク

ロッキング
クリップ

A x 1

B x 2

Aluminium Leg
C x 2

Steel Leg Extra Low Height Leg

E x 2D x 2

アルミニウム製脚部

高さExtra Lowの脚部鋼鉄製脚部

ピボット
ポイント

ネジ

ノート
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Tel: +64 (0) 9 573 5344
Free Call: 0800 000 151
Fax: +64 (0) 9 573 5384
E-mail: nz.info@Arjo.com

NORGE
Arjo Norway AS
Olaf Helsets vei 5
N-0694 OSLO
Tel: +47 22 08 00 50
Faks: +47 22 08 00 51
E-mail: no.kundeservice@arjo.com

ÖSTERREICH
Arjo Austria GmbH
Lemböckgasse 49 / Stiege A / 4.OG
A-1230 Wien
Tel:  +43 1 8 66 56
Fax: +43 1 866 56 7000

POLSKA
Arjo Polska Sp. z o.o.
ul. Ks Piotra Wawrzyniaka 2
PL-62-052 KOMORNIKI (Pozna )
Tel: +48 691 119 999
E-mail: arjo@arjo.com

PORTUGAL
Arjo em Portugal
MAQUET Portugal, Lda. 
(Distribudor Exclusivo)
Rua Poeta Bocage n.º 2 - 2G 
PT-1600-233 Lisboa
Tel: +351 214 189 815
Fax: +351 214 177 413
E-mail: Portugal@arjo.com

SUISSE / SCHWEIZ
Arjo Switzerland  AG
Fabrikstrasse 8
Postfach
CH-4614 HÄGENDORF
Tél/Tel: +41 (0) 61 337 97 77
Fax: +41 (0) 61 311 97 42

SUOMI
Arjo Scandinavia AB
Riihitontuntie 7 C
02200 Espoo
Finland
Puh: +358 9 6824 1260
E-mail: 
Asiakaspalvelu.� nland@arjo.com

SVERIGE
Arjo International HQ
Hans Michelsensgatan 10
SE-211 20 MALMÖ
Tel: +46 (0) 10 494 7760
Fax: +46 (0) 10 494 7761
E-mail: kundservice@arjo.com

UNITED KINGDOM
Arjo UK and Ireland
Houghton Hall Park
Houghton Regis
UK-DUNSTABLE LU5 5XF
Tel: +44 (0) 1582 745 700
Fax: +44 (0) 1582 745 745
E-mail: sales.admin@arjo.com

USA
Arjo Inc.
2349 W Lake Street Suite 250
US-Addison, IL 60101
Tel: +1 (630) 307-2756
Free: +1 (800) 323-1245
Fax: +1 (630) 307-6195
E-mail: us.info@arjo.com

JAPAN
Arjo Japan K.K.

Tel: +81 (0)3-6435-6401
Fax: +81 (0)3-6435-6402
E-mail:  info.japan@arjo.com
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At Arjo, we believe that empowering movement within healthcare environments is essential to quality care. Our products and solutions are de-

prevention of pressure injuries and venous thromboembolism. With over 6500 people worldwide and 65 years caring for patients and healthcare 
professionals, we are committed to driving healthier outcomes for people facing mobility challenges. 

ArjoHuntleigh AB
Hans Michelsensgatan 10 
211 20 Malmö, Sweden
www.arjo.com
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